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「４０周年記念 スポーツフェスティバル」 

副校長 足立 憲昭 

 ときおり吹く木枯らしに、駆け足でやってくる冬の気配を感じる頃となりました。保護者の皆様

にはいよいよご清栄のこととお喜び申し上げます。 

先月１１月２０日土曜日、４０周年記念スポーツフェスティバルを無事に開催することができま

した。今年度も制限がかかる中、子どもたちと共にスポーツフェスティバルをどのように創り上げ

ていくのかというのは大きな課題でした。感染症対策を講じながら４０周年の節目を子どもたちと

お祝いできるスポーツフェスティバルを目指し、職員一同知恵を出し合いながら進めて参りました。

今回、スポーツフェスティバルで 40周年を盛り上げた取り組みを３つご紹介いたします。 

 １つ目は、開会式での聖火リレーです。南舞岡の運動会で聖火リレーを行ったのは４０年の歴史

の中で初めてです。その後の聖火台への点火式では、全校の子どもたちが注目するなか、応援団長

が点火をしました。この点火の瞬間と拍手に応える応援団長の姿、それを見守る全校児童の笑顔は

４０周年に相応しいシーンのひとつであったと思います。 

２つ目は、高学年の団体競技です。４０周年をお祝いするために、ケーキのスポンジやイチゴに

見立てた用具を使った競技にしています。競技に取り組む子どもたちの真剣な眼差しに、改めてス

ポーツフェスティバルのよさを感じました。他学年の団体競技のルールも感染症対策を意識したも

のとなっています。 

 ３つ目は、応援団を中心に東京オリンピック仕様のハリセンを用いた応援を行ったことです。感

染症対策のため、大きな声での応援ができない代わりにこのハリセンを使用しました。こちらの予

想を上回る大きな音が出て、子どもたちも大喜びでした。今回、応援合戦ができませんでしたが、

競技中に子どもたちがハリセンの音を合わせながら友達を応援することができました。 

最後に、地域・来賓の皆様には４０周年記念スポーツフェスティバルをご覧いただくことができ

ず、申し訳ありませんでしたが、感染症対策にご理解をいただき、ありがとうございました。また

近隣の皆様にはマイクの声や演技の曲等、ご迷惑をおかけしたことと思いますが、温かく見守って

くださり、ありがとうございました。 

保護者の皆様には、４０周年記念スポーツフェスティバルの趣旨をご理解いただき、様々な面で

ご協力いただいたことに感謝申し上げます。多くの皆様のご理解とご協力があって、このスポーツ

フェスティバルを開催することができました。ありがとうございました。 
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